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１．研究目的
ニュースで「猛暑とは災害」と気象庁が宣言してい
るのを見て、年々上がり続けている気温に危機を感
じ「熱中症」をテーマに研究を行うことにした。 

２．現状調査
2.1.  熱中症について
平成 3 0年 7月の日本列島は記録的な猛暑に見舞わ
れ、熱中症による死亡者数は1000人を超えた。これ
は、平成22年の765人を遥かに超えて過去最多であ
る。[1]

　また、平成30年5月から9月までの全国における熱
中症による救急搬送人員数（図１）の合計は、
95,000人を超えている。月別の救急搬送人員数は、
7月が最も多く54,000人超、次に8月の30,000人超で
ある。[2]

2.2.  猛暑日について
猛暑の原因は温室効果ガスによる地球温暖化にあ
り、温室ガスにより太陽光の熱の吸収が増えたため
気温が上昇してる。
　産業革命以降の全球平均気温は現在約１度上昇し
ているが、２度まで上昇したと仮定した場合、日本
国内での猛暑日の年間発生回数は現在の1 . 8倍とな
ると推定される。これは我々が過去に経験したこと
のない頻度で猛暑の発生が増加することを意味して
いる。[1]

�
図１ 熱中症による救急搬送状況のグラフ(平成30年)

３．調査内容
3.1.  熱中症と原因
熱中症は室内であっても室温と湿度が高いと熱中症
にかかる危険性がある。
　また、高齢者は上記の熱調整機能と熱判断力が衰
え、小児はそれら二つが未熟であるため熱中症の被
害を受けやすい。[4]

　小児は炎天下の中でも活発に出歩き、熱にさらさ
れる危険性が多いと判断したため、今回は子供を
ターゲットに研究を進める。ここでの小児は外遊び
が多く熱機能がまだ未熟な6~8歳とする。 

3.2.  小児の熱中症の対策
成人は体に占める水分が60％程度だが、小児は70～
80％と多く、水分出納（体を出入りする1日当たり
の水分量）も多いため水分を欠乏しやすい。
　さらに、発汗機能が未発達であり、体温の変動が
大きく環境温度に影響を受けやすい。[4]



　そのため、小児は定期的に水分を摂取し、体内の
水分バランスを維持、体内を冷却する必要がある。

４．分析
猛暑日が続く中、小児の水分補給は大切である。
　しかし、小児は遊びに夢中になると未発達の熱判
断能力により暑さ（喉の渇き）を忘れ、自主的な飲
水行動を行わない。
　そのため、小児達に喉の渇きを認知させ、水分補
給を促す必要があると考え、それをコンセプトに研
究を進めていくことにした。

５．アイデア展開
5.1.  アイデア１
『熱を知らせるリストバンドと
　QRコードシールによるサービスデザイン 』
このリストバンドは一定の熱を感知もしくは時間に
なるとバイブが鳴り、小児達が遊びに夢中になって
いても暑さ（喉の渇き）に気づく。シールをあらか
じめ水筒、冷蔵庫等に貼っておき、そのシールにリ
ストバンドをかざしバイブを止める。
　このバイブを止めるという行為のついでに水を飲
む事を促せないかと考えた。また、バイブがなると
同時に親に連絡され、小児の状態をリアルタイムで
確認できる。（図２）
　アイデア１では、バイブを消すという行為のみで
終わる可能性や、6~8歳の小学生時のいつの時間帯
を想定しいるのかを指摘されアイデア２で検討し
た。

図２サービスデザインの仕組み

5.2.  アイデア２
時間帯の想定の指摘を受け、大人が同伴していない
下校時中の外遊びが最も熱中症にかかる可能性があ
ると考え、小学校時を含む日中常に使用することを
目的とした。そのため、小学校でも使用可能にする

機能の定義し、サービスが回る必要最低限の機能と
する。また、リストバンド型から腕時計型へ変え小
学校側が許可をしやすいようにする。（図３）
　水分補給を促す方法として子供の見立てて遊ぶ
「ごっこ遊び」からできないか検討している。例え
ば、小児が「ロボットごっこ」をして自分をロボッ
トに見立てたとする。そのロボットが「エネルギー
をチャージする」から「水分を補給」へと促せない
かというものだ。

（図３）アイデア２の腕時計型案

6．今後の課題
今後はアイデア２の促すための方法と展開、「ごっ
こ遊び」の見立てを具体的デザインに起こし、実寸
サイズの試作制作を考えている。また、提案する機
能が実際に成り立つのか再現し、アンケートを行う
ことを検討している。最終的には製品化として成り
立つモノを目指している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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